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緒 言

Fl品種は育成および品質が均一で､なおか

つ雑種強勢を示す等の利点があり､現在ほとん

どの野菜でFl品種が利用されているo Lかし､

Fl品種の作出のためには6･7世代､あるいは

それ以上の自殖を必要とし､目的とする形質を

固定するには長い年月と労力を要してきた｡一

方､前培養による花粉由来2倍体植物はホモ接

合体であり､直接的に固定系統の誘導が可能で

形質固定期間も短時間ですむ｡そのため､近年

ナスを含め多くの植物で約培養による植物体の

誘導がこころみられるようになったl･2)0

ナスはカルス化の極めて激しい植物である｡

一度カルス化あるいはプロトプラスト化したも

のでは不定芽が形成されるが､葉原基が肥厚し

成育が不完全で､培地組成やホルモン濃度を変

えた培地に継代しても､再びカルス化がおこリ

完全な植物体を得ることができない｡このよう

な不定芽をカルスから切り離して完全な植物体

に成長させるためには､茎頂培養の要領で生長

点と葉原基2個程度を付けた組織からの培養条

件の確立が急務となる｡

'沖縄県西棟町字裏手苅117･2

本研究は､それら条件確立の一環として茎頂

培養を検討するとともに､茎頂培養で得られた

培養苗の栽培についても言及したものである｡

品 種

本研究ではナスの茎頂培養が可能か､さらに

茎頂培養で得られた組織培養苗が親の形質をそ

のまま受け継ぐかを調べることを第-の目的と

しているため､品種として十市′トナスを用いた｡

十市′トナスは早生種で､へたぬきが良く､革姿

は開張性で､節間は短く分枝力は強い｡果形は

短卵形で良くそろい､高知県の主力栽培品種で

本研究が行われた東津野村でも､園芸作物とし

てよく栽培が行われている｡

組織培養

ナスの茎頂培養は全く行われていないにひとし

い｡その大きな理由の1つにカルス化の問題があ

げられる｡カルス経由の不定芽や生長点にしろ､

結果的にカルスに埋もれて正常な植物体を得るこ

とができないからである｡この間題を解決する1

つの方法論としては､かりにカルスが形成された

としても､それよりも早く完全な植物体に育成す

る条件を確立すればいいことになる｡
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写真 1. 茎頂培養による植物体の誘導

そこで､条件設定のために室温25度､12時間

照明で､十市/トナスの成長点をMS培地 1リッ

ター中にシュークロース30g､BAO.5mg､リボ

フラビン1mg､寒天8gを含む固形培地に置床

すると､約 1ケ月半後には基底部の周囲にカル

スが形成されるものの､葉2-3枚をつけた小

さな植物体に成長した｡この植物体をさらに大

きく育成するために､基底部のカルス部分をカッ

トして取り除き､それをシュークローネ30g､

寒天8gを含む1/2MS培地に移植すると､基

底部の周囲にカルスが形成されるが写真 1に示

す如く､順化可能な大きさの植物体を得ること

ができた｡次に､この植物体を増やす目的で､

それぞれ葉の付いた節間部分をのこして分割し､

それを同じ1/2MS培地に移植すると (写真2)､

約 1ケ月後には写真 1に示 した大きさに成長す

る｡尚､この方法での増殖率は1ケ月で約3倍

であった｡

最近､ナスのカルス由来の不定芽から完全な

植物体を得るために､マイクログラフティング

の方法が検討さてし1る3).試験管内でナスの不

定芽部分を台木になる植物の旺軸上に置き培養

すると､不定芽は生育し､台木部分から発根し

て正常な苗を得ようとする方法である｡このこ

とは､ナス自身による発根もカルス化のため極

めて難しいことを示 している｡ しかし､1/2
MS培地で増殖育成した十市′トナスを､基底部

に形成したカルスを取り除いて､ 1リッター中

写真 2. 茎頂培養によるナスの増殖

にハイポネックス3g､IBA2mg､シュークロー

ス30g､寒天10gの固形培地に移植すると､カ

ルス化は全く見られず､移植後20日目には写真

3で示す如く､全ての苗で十分な発根が認めら

れた｡

培養苗の特性

十市小ナスの培養苗の特徴は､実生苗と異な

り極めて低い位置から花芽をつけることである｡

その理由としては本培養苗の場合､培養瓶内で

節間を用いて増殖を繰返している｡普通､種か

らの実生苗では二葉､本葉と成長していくが､

おそらく､その過程が短縮されているからであ

ろう｡又､果形については写真4で示す如く､

培養苗で得られた実と実生苗で得られる果形と

の間には形質的な変化は認められなかった｡こ

のことは､本研究で行った組織培養苗が親の形

質を受け継いでいることを示している｡

培養苗による十市小ナスの栽培

栽培は施設内植えのマルチング栽培で (写真

5)､畦幅70cm､畦高さ30cm､株間90cmとし､

主枝 4本を誘引して行った｡施肥は300坪当 り

元肥として堆肥3,000kg､それに苦土石灰160kg､

キャップテン有機 (10･10･10マンガン､ホウ

素微量入り)200kgを､さらに追肥として液肥

2号 (10･5･8)を苗の成育に応 じて施与 し

た｡
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表 1 十市′トナスの収穫量

全出荷可能個数量 秀品個数 秀品率 1本当りの個数

培養苗 (4本) 831 471 56.6 207.7

実生苗 (16本) 2860 1609 56.2 178.5

写真3. ナスの発根状況

潅水は苗の活着を促進するために定植後 7-

10日間迄は､乾燥に注意して毎日行い､その後

は潅水量を控え目として約3-5日に一度の割

合で行った｡又､花ぬき､整枝､摘葉等はそれ

ぞれ慣行法に従った｡尚､栽培期間は平成9年

4月23日から平成9年10月31日迄とし､栽培個

体数は実生の接ぎ木苗及び培養苗でそれぞれ16

本であった｡その中で栽培調査対象は培養苗の

場合､順化の遅れからいずれの苗も小さいため､

定植時に実生の接ぎ木苗と大きさがかろうじて

類似している4個体で行うこととした｡

写真6と表 1は十市小ナスの栽培状況と､そ

の収穫量を示したものである｡秀品率は培養苗

および実生苗でほとんど変化は認められないが､

1本当りの個数は培養苗で207､ 7個､実生苗

で178､5個と､培養苗で約15%増加すること

が明らかとなった｡また栽培終了後､栽培調査

対象株以外も含めて､それぞれの根を検討して

見ると､写真7で示すごとく､培養苗の株では

実生苗の株より毛根が極めて多く発生すること

写真4. ナスの果実

がわかった｡

ナスの病害虫

ナスの主な病害虫にはミナミキイロアザミウ

マ､アプラムシ類､オンシツコナジラミ､ハダ

ニ､ホコリダニ類､ハスモンヨトウ､うどんこ

病､灰色かび病､立枯病等が知られている｡そ

れらの病害虫に雁思および雁病した株では､ナ

スの採取量も少ないうえに品質が悪く､最悪の

ときは園としての経済的価値を失い､最近では

ナス栽培上の主要な制限因子になっている｡そ

のため､農薬等は安全使用を基準とし､予防発

生初期散布など適宜な病害虫防除は欠かすこと

ができない｡

ところで､本研究で使用したほ場は､ナスの

栽培地から離れ､また､新しく耕作した地域の

ため､栽培期間中ハダニが少し発生したものの､

連作障害で見られるような､その他病害虫の発

生は認められなかった｡
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写真 5. ナスの栽培状況

考 察

ナスの茎頂培養は今まで全く行われていなかっ

た｡それは､ナスにはF1品種が存在 し､かり

に茎頂培養で培養苗を得たとしても､多くの研

究者はあまり意味がないと考えていたのではな

いだろうか｡しかし､ナスはカルス化の極めて

激しい植物で､またカルス化ゆえ培養条件もほ

とんど確立されていない植物でもある｡そのた

め､最近では､カルス化あるいはプロトプラス

ト化によって得られるナスの不定芽から､完全

な植物体を得るために､茎頂培養系4･5)が確立

していない植物から単にウイルスフリー苗を得

る手段として提案されたマイクログラフティン

グなどの方法論が検討されるなど､一連の基礎

的な培養条件の確立が急がれていた｡

本研究で確立した十市小ナスの茎頂培養系の

培養条件では､初代培地 (MS培地 1リッター

中にシュークロース30g,BAO,5mg､リボフラ

ビン1mg､寒天8g)に成長点を置床すると､

基底部の周囲にカルスが形成されるものの､約

1ケ月半後には葉2-3枚をつけた小さな植物

体に成長する｡それを､基底部のカルス部分を

カットして､増殖をかねた1/2MS培地 (シュー

クロース30g､寒天8g)に移植し､さらに､

それを発根培地 (1リッター中にハイポネック

ス3g､IBA2mg､シュークロース30g､寒天

log)に移植すると､十分な根を持つ完全な植

物 (写真3)が得られ､ナスでも茎頂培養がで

写真6. ナスの栽培状況

きることを始めて明らかにした｡また､本条件

で得られた完全植物体は果形及び草姿等から考

えて親の形質を受け継いでいる｡このことは､

薪培養あるいは不定芽からの完全な植物体誘導

に本培養条件を利用することができれば､培養

段階での遺伝子的な変化を考えることなく､効

率面の向上にも道を開くものであろう｡

一方､培養苗を用いたナスの栽培に関しては､

栽培調査対象株のnの数が少ない (培養苗 4

本)ものの､培養苗で収穫量の増加が示唆され

た｡現在､ナスの栽培を含め園芸作物の栽培に

は､いかに効率よく単位面積あたりの収穫量を

増やすかが課題となっている｡その点本研究で

得られたナスの培養苗を利用すれば､従来法に

もとづいた栽培方法でも収穫量の増加は可能で､

収益面での増収も期待できる｡実際､根を検討

して見ると､それらのことを証明するかのよう

に､栽培調査対象株以外の株を含め､栽培に寄

与した16本の培養苗の株では､実生の接ぎ木苗

の株より毛根が極めて多く発生し､根張りも良

いことが確認された｡

培養苗でなぜ毛根が多く発生するのかについ

ては､現在のところ明らかではないが､おそら

く培養苗の方が実際の栽培で利用されている実
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実生の接ぎ木苗

培養苗

写真7. 栽培修了期における毛根の発生状況

生の接ぎ本苗より､樹勢が強いことが考えられ

る｡一般的にナスの栽培では主枝 4本を誘引 し

て行われてきた｡もし従来法と異なって､樹勢

の強い培養苗を主枝5-6本誘引して栽培を行っ

たとしたならば､単位面積あたりの収穫量の増

加は計りしれない｡また最近､連作障害を防止

する目的でナスのポット栽培も考案されている｡

この方法は､ポット内の土を毎年いれかえるこ

とにより連作障害を防止しようとするもので､

当然のごとく栽培ベットが小さくなるため､樹

勢の強い培養苗等が必要となってくる｡したがっ

て､培養苗の能力をうまく引き出す栽培方法の

確率は今後の研究にゆずるにしても､培養苗の

可能性とその重要性は益々高まっていくものと

思われる｡

要 約

十市中ナスの茎頂培養の検討と､それで得ら

れた植物体 (培養苗)の栽培を調査､検討 した

結果､次の点が明らかとなった｡

1.MS培地 1リッター中にBAO,5nlg､ リボ

フラビンln唱を初代培地とし､ 1/2MS

培地 (シュークロース30g)は増殖培地､

さらに1リッター中にハイポネックス3

g､lBA2mg､シュークロース30g､寒

天10gを発根培地として用い､ナスで茎

頂培養が行えることを始めて明らかにし

た｡

2.培養段階での増殖率は培並瓶内の幼笛の

節間を用いたため､1ケ月間で約 3倍で

あった｡

3.茎頂培養で得られた培養苗を栽培に寄与

し､果実および草姿などの形質的な観察

寮から､培養苗は実生の接ぎ木苗より低

い位置で花芽をつけ､また親の形質を受

け継ぐことが明らかとなった｡

4.茎頂培養で得られた培養苗と､実際に利

用されている実生の接ぎ木苗の比較栽培

を調査 してみると､収穫率が培養苗で 1

本あたり約15%増加することが認められ

た｡

5.栽培終了後､根を観察してみると､実生

の接ぎ本苗より培養苗で毛根が著 しく発

生することがわかった｡

尚､本研究は､高知県高岡郡東津野村におけ

る平成7年度財団法人電源地域振興センター専

門家派遣事業､平成8年度財団法人電源地域振

興センター専門家派遣事業､平成9年度財団法

人電源地域振興センター専門家派遣事業で行わ

れたものである｡
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